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第 2部　テーマ別計画

（１）救急・救命体制の強化 
①車両・救急資機材などの計画的な整備に努めるとともに、救急救命士の確保や、訓練を通じた救

急隊員の能力向上を図ります。また、感染症拡大などによる救急需要に対応した体制強化に努
めます。

②救急車の適正な利用のあり方について、引き続き周知・啓発に努めます。
③近隣市と連携し、救急に関する相互応援など、協力体制の充実に努めます。

（２）市民と連携した救急・救命の充実 
①民間事業者などとの連携により、事業所等におけるＡＥＤの設置を促進します。
②救命講習会への市民の参加を促し、応急手当に関する正しい知識の周知と技術の向上に努めま

す。

　将来を担う子どもたちと子育て世代の市民のために、子育てを応援する環境づく
りと切れ目のない支援により、安心して子どもを産み育てることができるまちを目
指します。また、一人ひとりの個性を尊重し、生きる力を育む学校教育を展開する
とともに、広い視野と自立心を持つ青少年の育成に取り組み、子どもたちの未来が
輝くまちを目指します。
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テーマ分　野 施　策

子ども・
子育て支援

6

学校教育7

青少年の
健全育成

8

妊娠期から子育て期までの切れ目のない
支援1

すべての子どもが健やかに成長できる
環境づくり2

第２章　豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち

青少年の活動機会などの充実1

家庭教育の支援2

教育内容の充実1

教育環境の充実2

地域に根ざした教育の展開3

教育への支援4

【施策の体系】

2018 年
（平成 30 年）

2019 年
（ 令和元年）

2020 年
（ 令和 2 年）

2021 年
（ 令和 3 年）

2022 年
（ 令和 4 年）

火 災 7 15 13 10 17
救 助 107 97 82 115 78
救 急 4,117 4,098 3,642 3,860 4,514

【災害発生件数の推移】
年災害種別

蕨市消防本部

（件）

施策３　救急・救命体制の充実 強靭化

61



62 63

第
２
章　

豊
か
な
個
性
を
育
み
子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

第 2部　テーマ別計画

基 

本 

計 

画

テ
ー
マ
別
計
画

第
２
部

第
３
編

指標 現状値 目標値

子育てしやすいと思う市民の割合【市民意識調査】 78.4％
（過去５年平均） 80%

地域子育て支援センター利用件数 9,138 件 15,000 件

埼玉県学習状況調査において各教科内容別結果
（正答率）が県平均を上回った項目の割合（小・中学校）

89.7％
（過去５年平均） 100%

小・中学校トイレの洋式化率 54.9% 100%

テーマ 具体的な取組（例）

協 働 学校・家庭・地域との協働により、子どもの居場所づくりや地域ぐるみで子どもを育てる環境
づくりを進めるとともに、地域の力を生かした教育の展開と、青少年の見守りを進めます。

ＤＸ デジタル技術の活用により、子育て世帯への効果的な情報提供・共有手段の充実を図るととも
に、教育の場でのＩＣＴの活用を図ります。

【指 標】

計画等の名称 内 容

蕨市子ども・子育て支援事業計画
幼児期の教育・保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進す
ることを目的とし、その事業の提供体制の確保など基本方針を定めた
計画です。

蕨市教育振興基本計画 目指すべき教育の姿や取り組むべき施策の方向性を明らかにし、本市
の実情に応じた教育行政を計画的に推進するための計画です。

【関連計画等（主要なもの）】

【協働とＤ X の取組】

【ＳＤＧｓの取組】

ゴール１ ：貧困をなくそう
6-1.
6-2.

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援（子育て家庭への経済的な支援の充実）
すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（困難な状況にある子どもや家庭に対
する支援）

ゴール３ ：すべての人に健康と福祉を
6-1.

6-2.

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援（妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり、
妊娠・出産・子育て等に関する情報発信）
すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（子どもの居場所づくりの推進）

ゴール４ ：質の高い教育をみんなに
7-1.

7-2.
7-3.
7-4.
8-1.
8-2.

教育内容の充実（自ら学び自ら考える児童・生徒の育成、蕨らしい魅力ある教育活動の
展開、豊かな心と体を育む教育の展開、学校給食の充実、特別支援教育の充実、教職員
の指導力向上と人材の確保）
教育環境の充実（時代に対応した学校施設の機能充実、学校安全の向上）
地域に根ざした教育の展開（学校・家庭・地域の連携）
教育への支援（家庭などに対する支援）
青少年の活動機会などの充実（青少年の活動機会の充実、青少年を見守る活動の充実）
家庭教育の支援（家庭教育の意識向上と学習機会の充実）

ゴール５ ：ジェンダー平等を実現しよう
6-1. 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援（保育環境の充実）

ゴール 16 ：平和と公正をすべての人に
6-2. すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（児童虐待防止対策の強化）

現状値＝特記のないものは令和４年度実績または令和４年度末実績　目標値＝令和 10 年度目標または令和 10 年度末目標
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◆ 現況と課題 
◦わが国では、2022（令和４）年に生まれた子どもの数が77万759人と、統計開始以来の最少を

更新するなど、少子化の進行が続いており、国は、2023（令和５）年に、こども家庭庁を創設、同
時にこども基本法を施行し、こどもの最善の利益を第一に考え、こども施策を社会の真ん中に
据える、「こどもまんなか社会」の実現を推進しています。蕨市においては、合計特殊出生率*は
国や県の水準を下回っており、まちの未来を担う子どもの数の減少が危惧されることから、子
ども・子育て支援の取組は引き続き重要です。

◦蕨市では、こども医療費無料化の拡大や産後ケア事業*の実施、地域子育て支援センターなどで
の親子の交流や一時預かりの実施、認可保育園や小規模保育園、留守家庭児童指導室*の大幅な
増設、病児保育室の設置など、子育て家庭への幅広い支援に取り組んできました。加えて、
2023（令和５）年10月には、「こども家庭センター*」を設置し、相談支援の充実を図り、児童虐
待防止対策を強化しています。

◦少子化や核家族化、地域社会の希薄化など子育て家庭を取り巻く環境の変化により、子育て家
庭の不安感や孤立感、子育ての負担が増加していることから、今後も、妊娠期から子育て期まで
の切れ目のない支援が一層重要であり、相談や支援の場の充実、保育の充実、経済的支援の充実、
子育て等に関する情報提供などにより、子育て家庭が安心して子育てできる環境を整備するこ
とが必要です。

◦更には、子どもの健やかな成長のため、子どもが多様な遊びや体験ができる場や、安全・安心に
過ごせる居場所づくり、子どもの貧困やヤングケアラー*など困難な状況にある子どもへの支
援や児童虐待防止対策も必要です。

目指す姿

　地域と連携しながら子育てを応援する環境をつくるとともに、妊娠・出産期から子
育て期まで、多様なニーズに応じた切れ目のない支援や子どもが健やかに成長できる
環境づくりにより、だれもが安心して子どもを産み育てられ、子どもたちの笑顔が輝
くまちを目指します。

子ども・子育て支援６
テーマ

（１）妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり 
①児童福祉と母子保健の一体的な相談支援を行うこども家庭センター*を中心に、家庭児童相談

室や地域子育て支援センター、保育・子育てコンシェルジュ*などが連携し、妊娠期から子育て
期にわたり切れ目のない包括的な相談事業を実施します。

②産後の心身の負担の軽減を図る産後ケア事業*等を実施するとともに、子育て世帯訪問支援事
業や一時預かり、ファミリー・サポート・センター*事業等を実施し、育児等の負担を軽減します。

③子育ての孤立感の解消を図るため、地域子育て支援センター、福祉・児童センターや児童館、公
民館など、親どうしの交流の場や親子での遊びの場を提供します。

（２）保育環境の充実 
①保育園等の量的確保及び保育の質の向上を図り、子育て家庭の仕事と育児の両立を支援すると

ともに、子どもの健やかな成長を支援します。
②一時的保育や延長保育、障害児保育、病児・病後児保育など、ニーズを踏まえた保育サービスを

実施します。
③留守家庭児童指導室*の量的確保及び保育の質の向上を図り、子育て家庭の仕事と育児の両立

を支援するとともに、子どもの健やかな成長を支援します。
④保育の実施に当たっては、園児や児童が健康で安全に過ごせるよう、衛生管理や安全管理、災害

への備えについて、必要な対策を講じます。

（３）子育て家庭への経済的な支援の充実 
①出産・子育て応援事業や子育てファミリー応援事業により、伴走型相談支援*と経済的支援を一

体的に実施します。
②児童手当、こども医療費給付、幼児教育・保育の無償化など、子育て家庭の経済的負担の軽減を

図ります。
③経済的に困難な状況にあるひとり親家庭に対するさまざまな経済的支援の実施や養育費の履行

確保のための取組、ＮＰＯ等が実施する「子ども食堂*」や「フードパントリー*」の情報提供など、
ひとり親家庭等の自立へ向けた支援を推進します。

（４）妊娠・出産・子育て等に関する情報発信 
①妊娠・出産・子育て等に関する情報が、必要とする人にしっかり届くよう、各種申請時などの機

会を捉え、対面による情報提供を行うほか、子育て情報誌や市ホームページ、広報蕨など、さま
ざまな方法での情報発信を行います。

施策１　妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 強靭化
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（１）児童虐待防止対策の強化 
①こども家庭センター*における妊娠期から子育て期までの包括的な相談支援や通告等の対応に

より、児童虐待の早期発見や早期対応を図ります。
②要保護児童対策地域協議会において、児童相談所や警察などの関係機関や関係団体、地域住民

等との連携を図り、要保護児童等の支援に努めます。

（２）困難な状況にある子どもや家庭に対する支援 
①障害のある子どもやその家庭に対する支援を図ります。
②生まれ育った環境にかかわらず、だれもが未来への希望を持てるよう、ヤングケアラー*や子ど

もの貧困などへの対策に努めます。

（３）子どもの居場所づくりの推進 
①福祉・児童センターや児童館、放課後子ども教室など、子どもが多様な遊びや体験ができる場、

安全・安心に過ごせる環境づくりに努めます。
②「子ども食堂*」に対する支援など、ＮＰＯ等と連携した子どもの居場所づくりにより、地域で

子どもを見守る環境づくりを推進します。
③ボール遊びができる公園など、子どもが安全で楽しく遊べる公園づくりを進めます。

施策２　すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり

こども家庭センターの様子

保育園での活動の様子

プレーパークで外遊びを楽しむ親子
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◆ 現況と課題 
◦少子高齢化や人口減少、地球規模の環境問題といったさまざまな課題のなか、国は、生きる力を

育むという理念のもと学習指導要領を改訂するとともに、2023（令和５）年には新たな教育振
興基本計画を策定し、学校教育における取組を推進しています。また、新型コロナウイルス感
染症の拡大は、学校現場のデジタル化への対応にも影響を与え、この間、遠隔・オンライン教育
は急速に進展しました。更に、現在、国においては部活動の地域移行の推進を図っており、地域
との連携による取組が一層求められてきています。

◦蕨市では、確かな学力と豊かな人間性をもち、たくましく生きる児童・生徒の育成を目指し、自
ら学び、考える「生きる力」の育成、魅力ある教育活動の展開、更には学習環境の向上や地域に
根ざした教育の展開などに取り組んできました。小学校全学年において少人数学級（35人程度
学級）を実施するとともに、蕨市教育センター*では、教育相談、日本語特別支援、教職員研修体
制を強化しているほか、学校応援団*（学校ボランティア）の充実など、学校・家庭・地域の連携を
進めています。また、2019（令和元）年度には塚越地区、2023（令和５）年度には第二中学校区
において、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）*を導入し、地域と一体となって特色ある
学校づくりを進めています。あわせて、ＧＩＧＡスクール構想*に伴い全児童・生徒へ一人１台
の端末の配備や、学校体育館のエアコン設置などにも取り組み教育環境の整備を進めてきました。

◦ 未来を担う児童・生徒の育成は、蕨市としてこれからも力を入れていく重要な施策であり、今後
も、蕨市ならではの魅力ある質の高い教育活動を展開していく必要があります。

◦また、ＧＩＧＡスクール構想*で配備した端末の更新に加え、時代に対応した施設整備、児童・
生徒が安全で安心して学べ、多様なニーズに対応する環境づくりを進めていく必要があります。

◦ あわせて、こうした取組の展開に当たっては、学校・家庭・地域の緊密な連携・協働により推進を
図っていくことも重要です。

目指す姿
　一人ひとりの個性を尊重し、社会の変化に対応できる生きる力を育むとともに、蕨
市ならではの魅力ある教育活動を展開し、学校・家庭・地域の連携を深めながら、子
どもたちが健やかに学び、育つまちを目指します。

学校教育７
テーマ

（１）自ら学び自ら考える児童・生徒の育成 
①蕨市の学校教育としての目標及び各学校における目標を設定し、その確実な実現を通じて児童・

生徒の確かな学力と自立する力を育成します。　
②社会経済状況の変化に対応した、情報活用能力の育成や、環境教育、国際理解教育などを推進し

ます。
③司書教諭と学校図書館教育支援員*を中心とした学校図書館教育の推進を図ります。
④災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。

（２）蕨らしい魅力ある教育活動の展開 
①カリキュラム・マネジメント*を確立し、特色ある教育活動を展開します。
②はつらつスクール事業*やスクール支援員*などにより、学校生活や学習の支援を図ります。
③中学生ワーキングウィークなどを通じてキャリア教育を推進します。
④教育相談や日本語特別支援などの機能を有する教育センター*の更なる充実を図ります。
⑤少人数学級の有効性を高めるための指導体制の充実を図ります。
⑥ＡＬＴ（外国語指導助手）の全校配置や「ＧＴＥＣ*」の活用などにより外国語教育の充実を図り

ます。

（３）豊かな心と体を育む教育の展開 
①豊かな心を育む道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを推進します。
②心と体に関する正しい知識を身に付けるための保健教育を推進します。
③地域と連携して指導者の確保を図り、豊かな心と健やかな体を育む部活動の充実に努めます。
④スクールカウンセラー*の増員や学習室（ステップアップルーム*）の拡充などにより不登校の

児童・生徒への支援を図ります。

（４）学校給食の充実 
①安全で栄養バランスのとれたおいしい給食を提供するとともに、食育を推進します。
②地場産の野菜を使った給食や地元生産者とのふれあい交流を通じて、郷土への愛着や食に関す

る関心を促進します。
③学校給食センター施設・設備の計画的な維持管理に努め、安定的に安全・安心な給食を提供します。

（５）特別支援教育の充実 
①特別支援学級における特別支援教育*の充実を図ります。
②通常学級における特別な支援を必要とする児童・生徒への支援体制の充実を図ります。

（６）教職員の指導力向上と人材の確保 
①教育センター*を活用した計画的・継続的な教職員研修の実施などにより、外国語やＩＣＴ*教

育等にも対応した指導力の向上を図るとともに、優秀な教職員の確保に努めます。

施策１　教育内容の充実 強靭化



70 71

第
２
章　

豊
か
な
個
性
を
育
み
子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

第 2部　テーマ別計画

基 

本 

計 

画

テ
ー
マ
別
計
画

第
２
部

第
３
編

（１）時代に対応した学校施設の機能充実 
①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を進めるとともに、新しい時代の

学びに対応した環境の整備に努めます。
②ＧＩＧＡスクール構想*に伴い配備した一人１台の端末の活用や維持・更新、ＩＣＴ*活用環境

の充実を図ります。

（２）学校安全の向上 
①施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な修繕等による

安全管理を徹底します。

（１）学校・家庭・地域の連携 
①蕨市の学校教育施策や各学校の取組に関する情報を公開します。
②コミュニティ・スクール*及び学校応援団*の取組などの充実と活用により、地域に根ざした学

校づくりを推進します。
③家庭や地域との連携により、児童・生徒の安全を守ります。

（１）家庭などに対する支援 
①就園や就学のための補助制度などを継続するとともに、その周知に努めます。
②私立幼稚園への支援を通じて幼稚園教育の充実を促進します。
③高等学校及び高等教育機関への就学のための貸付（貸与）制度を継続するとともに、その周知に

努めます。
④給食費の完全無償化を国とともに推進し、また、市独自に二人目以降の給食費無償化の実施を

図ります。
　

施策４　教育への支援

施策３　地域に根ざした教育の展開

施策２　教育環境の充実

学校数 学級数 児童数 教職員数※

（常勤職員のみ）

2018 年度（平成 30 年度） 7 114 3,027 182
2019 年度（令和元年度） 7 114 3,076 182
2020 年度（令和 2 年度） 7 113 3,099 179
2021 年度（令和 3 年度） 7 114 3,153 178
2022 年度（令和 4 年度） 7 116 3,152 186

【小学校の概況】
区 分年 度

学校数 学級数 生徒数 教職員数
（常勤職員のみ）

2018 年度（平成 30 年度） 3 45 1,325 92
2019 年度（令和元年度） 3 43 1,305 89
2020 年度（令和 2 年度） 3 42 1,316 85
2021 年度（令和 3 年度） 3 42 1,348 86
2022 年度（令和 4 年度） 3 44 1,392 87

【中学校の概況】
区 分年 度

学校教育課

（各年 5 月 1 日 現在）

（各年 5 月 1 日 現在）

学校教育課

※市費教員を含む

強靭化
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◆ 現況と課題 
◦少子化や核家族化、地域の人間関係の希薄化が進むなかで、ひきこもりや不登校、自殺、更には

居場所のない青少年の増加や、ＳＮＳ*を通じた犯罪に巻き込まれることなど、青少年をめぐる
問題が深刻化しています。また、民法の一部改正により、2022（令和４）年４月１日以降、18歳
が成人年齢となったことで、18歳・19歳の社会参画の拡大が期待されるとともに、2023（令和５）
年４月に施行したこども基本法では、子どもが意見を表明する機会や多様な社会活動に参画す
る機会の確保がうたわれています。

◦ 蕨市では、青少年健全育成事業として、安全・安心な居場所づくりを目的とした放課後子ども教
室をはじめ、さまざまな学習、スポーツ、芸術・文化、生活体験、自然体験活動を実施しています。
また、全国に先駆けて開催した成年式の運営への参画などを通じ、社会参画の機会づくりに取
り組んできたほか、有害な情報などから青少年を守る環境づくりを進めています。更に、蕨市
健やかメディア宣言*、わらび子ども宣言*の活用など家庭教育に対する支援にも努めています。

◦ 今後も、青少年の自主的な取組を促しながら、青少年の活動機会の充実を図るとともに、家庭や
学校、地域などとの連携により、青少年を見守る体制の充実に引き続き努めていくことが大切
です。

◦また、青少年は、未来を担う存在であり、これからの社会を形づくる大切な主体であることから、
家庭における教育を継続的に支援する必要があります。

目指す姿
　青少年が安心して過ごせる居場所づくりや学習と活躍の場の提供を図るとともに、
社会活動への参加を促すことにより、家庭や学校、地域の連携のもと、青少年が広い
視野と自立心を持ち、健やかに成長できるまちを目指します。

青少年の健全育成８
テーマ

（１）青少年の活動機会の充実 
①中学生や高校生、大学生なども対象としたボランティアの機会の充実を図るとともに、ボランティ

ア活動への参加を促進します。
②サマーパークフェスティバル・青少年まつり、20歳のつどい（成年式）などの企画運営に対する

若者の参画を促進します。
③さまざまな機会を通じて、子どもたちの生きる力を育むために、生活体験や地域参画の場の充

実を図ります。
④子どもたちの安全・安心な居場所づくりや異学年交流、地域住民との触れ合いなどを提供する

放課後子ども教室の充実を図ります。
⑤青少年を対象とした自然・科学や文化・芸術、食育、環境学習など、さまざまな体験や機会を提供

します。
⑥蕨・戸田・川口三市青少年の船事業を実施します。

（２）青少年を見守る活動の充実 
①地域と青少年育成団体、少年センターなどとの連携により、有害な情報や環境などから青少年

を見守る活動を実施します。
②成人年齢の改正に伴い、新たに成人となった18歳、19歳の社会参加の促進について支援します。

（１）家庭教育の意識向上と学習機会の充実 
①家庭教育の重要性に関する普及・啓発に努めます。
②蕨市健やかメディア宣言*、わらび子ども宣言*などを活用しながら、家庭で子どもと保護者が

話し合う機会の充実を図ります。
③家庭教育を推進する上で必要な学習機会の提供に努めるとともに、保護者が気軽に集え、情報

交換できる場の充実を図ります。

施策２　家庭教育の支援

施策１　青少年の活動機会などの充実



74

第 2部　テーマ別計画

蕨から始まった成年式 

第１回成年式
戦後、虚脱状態だった若者を励まそうと、

蕨町青年団が発案した青年祭が、昭和21年
11月22日から３日間、蕨第一国民学校（現
在の北小学校）で開かれました。

大正15年11月22日から昭和２年11月
21日までに生まれた男女約100人が来場。
その最初のプログラムが全国に先駆けて行
われた「成年式」でした。昭和23年に制定
された「成人の日」の基となった「成年式」。
蕨市では当時の青年団の思いを引き継ぎ、

「成年式」の名称で二十歳の門出をお祝いし
ています。

成年式発祥の地記念像 

成年式発祥の地記念像は、成年式が開か
れる市民会館の隣の城址公園に建っていま
す。この像は昭和54年の成人の日に市制
施行20周年と成人の日制定30周年を記念
して造られたものです。毎年、成年式当日
は、新成人の写真撮影スポットとしてもに
ぎわっています（写真は第78回成年式実行
委員の皆さん）。

　だれもがいつまでも自分らしく住み慣れた地域で暮らしていけるよう、市民・団
体・事業者の協力・連携により福祉の取組を推進し、みんなにあたたかいまちを目
指します。また、市民の健康に対する意識の向上や、市立病院の建替えと充実、包
括的な保健医療体制づくりを進め、いつまでも健康で幸せに暮らせるまちを目指し
ます。

第３章　みんなにあたたかく健康に生活できるまち
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テーマ分　野 施　策

地域福祉9

【施策の体系】

障害者支援12 自立した生活への支援1

社会参加に向けた環境整備2

医 療14 地域における医療体制の充実1

市立病院の充実2

地域福祉の推進1

高齢者支援11

介護サービスの充実2

地域支援の充実3

生きがいを持ち安心して生活できる環境づくり1

社会保障10 国民健康保険制度の安定的運営1

後期高齢者医療制度の安定的運営2

国民年金事務の円滑な運営3

低所得者支援の充実4

健康（健幸）
づくり

13 健康づくりの体制整備1

健康づくりに向けた行動改善の促進2

健康づくりに向けた社会環境の整備3

ライフステージに応じた健康づくり4
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